
活動指導案
実践団体名

■基礎データ ２００９２００９２００９２００９－－－－２２２２２２２２

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

必要なマンパワー（実施者、役割、人数） １４名（男女を問わず子ども好きな大人、安全・安心確認に注意しながら誘導できる大人）
必要経費

（所要額、財源）

ジャンパー他のユニフォーム代として１人５０００円、日頃の活動における必要経費はゼロ
準備するもの

（道具、材料等）

誘導旗、グリーン帽、ジャンパー、防犯チョッキを着用の上、活動する
所要時間 朝７：２０～８：１０（５０分前後）、および下校時（下校時は学年により時差がある）
対象者（受ける側） 小学生（１年～６年）
活動・作業形態 グループ（列の前後左右を注意しながら安全に登校・下校を管理する）
目標・ねらい 大きな声で相手の目を見ての挨拶の励行習慣をつける
活動で上げることが

できる力・能力

①人と対面し、はっきりとした「おはよう」という言葉の発生、②積極的な行動習慣

　高塚台２丁目自治会
タイトル 子どもの登下校時の見守り
活動の概要 「挨拶声かけ運動」を日常の子どもの登下校時の見守り時に実施する



■活動の流れ↓活動の流れ ＜２＞ ＜３＞ ＜４＞ ＜５＞ ＜６＞ ＜７＞
①

登校時集合場所（学校指定）に集まる → 集合場所は複数箇所（本自治体は４箇所）あり、事前に割り当て、隊員の協力を得る → 集合場所に一番近い隊員が、その集合場所の担当になる → 各集合場所に１～４名の隊員が出発１０～１５分前に到着する → 各集合場所の出発時間は学校からの距離によって違うので、隊員間で情報共有しておく → → →↓
②

リーダーと共に所定の時間に出発する → リーダーは小学校の高学年生がつき、隊員はあくまで見守りに徹する → 子どもたちは相互に、そして隊員に挨拶をする → 朝の声出しは一日のきれいな声で始まる → 口数の少ない子には積極的に隊員から声かけするよう努める → → →↓
③

学校に向けて移動する → 縦二列で列をみだす事の無い様に、子どもも隊員も注意しながら進む → 信号との関係からなるべく前後をつめて、１回の信号で横断する様にする → 学校前の最後の大きな交差点で、交差点担当の隊員との大きな声での挨拶を習慣化する → → → →↓
④ 校門に向かって → ２名以上の隊員が同行するときは前後に廻って誘導する → 各４部団の隊員は、無事集合場所まで送り届けて、朝の子どもへの役目が一段落する → ４部団が入門してから、隊員は揃って帰路につく → → → →↓

→活動の留意点、資料など＜１＞



⑤ 帰路において → 入門させてからその日の隊員が一緒になった時、連絡事項等あれば隊長他から伝える → その後、雑談等をしながら適宜解散する → １０～１４名全員がユニフォーム姿で活動するので、犯罪の抑制力に大いに役立っている → → → →↓
⑥

下校時下校時は学年により時差がある → 時差は１３時～１６時まで幅があるので、特に低学年を中心に見守りをする → 校門まで一部団の隊員が迎えに行き、担当区域に向かう → 下校時は子供の楽しい時間でもあり、バラバラになりがちなので、配慮が必要となる → 学校前の大きな交差点での立哨で安全に帰路につかせる → → →↓
⑦

リレー見守りを実施する → 各隊員は４～５箇所の下校ルートに立哨し子どもの帰りを待つ → 坂があるため、隊員が旗振りにより、次の隊員への見守りを合図する → 下校時は一斉ではないので、道路上見える場所に隊員が立つように努力する → → → →↓
⑧ → → → → → → →↓
⑨ → → → → → → →



↓
⑩ → → → → → → →
■活動の評価方法

①数や量の変化による評価

②その他の評価

■備考・その他（活動のコツなど）

①活動のコツなど

②参考資料等

※　活動指導案作成のための準備物　：　①写真（活動の代表的な写真、流れがわかる写真等）、②参加者への配付資料、③実施者向けマニュアル・資料　等

子どもたちの参加率（登下校の見守りを始めて７年経過し子どもたち全員１００％参加で今に至る）
地域防犯活動の継続（現在は自主防犯パトロール隊１５名が現在活動（総隊員３７名）
見守りパトロール隊の組織づくりによる隊員定着が大前提（結成以来７年経過）



登下校の途中で防災訓練も。 いつものおじさんおばさんの顔に安心。 交差点では誘導もしてくれます。



活動指導案
実践団体名

■基礎データ ２００９２００９２００９２００９－－－－２３２３２３２３

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

必要なマンパワー（実施者、役割、人数） 地域からの参加者は１０名程度（特に民生・児童委員は参加）　教員・学校側の指導方針、子どもたちの態度も重要
必要経費

（所要額、財源）

ユニフォーム一式５０００円以外、特になし
準備するもの

（道具、材料等）

防犯ユニフォーム
所要時間 見守り（登校時５０分前後）、その他学校行事への参加（２～３時間）
対象者（受ける側） 地域住民と児童
活動・作業形態 学校活動における地域の関与（学校との信頼関係づくり～登下校時の見守り活動や学校行事への参加を通して～）
目標・ねらい 痴漢・わいせつ・その他児童犯罪へのゼロチャレンジ
活動で上げることが

できる力・能力

大人に対する人物の見方を養う・子どもとの対話能力を養う

　高塚台２丁目自治会
タイトル 地域の小学校と連携する
活動の概要 「校区内の小学校児童の見守り活動」を通して学校と地域との連携を実現させる 登下校時の避難訓練は学校と連携して行うことも。



■活動の流れ↓活動の流れ ＜２＞ ＜３＞ ＜４＞ ＜５＞ ＜６＞ ＜７＞
①

学校との接点をつくる → 地域住民に何か協力できることはないか検討する → 学校側に対し、地域住民に協力してほしいことはないか、呼びかけをする → 自分たちから主体的に取り組もうという活動と、学校側から要請のあった活動について、自分たちが取り組める活動を決定する → 取り組むことになった活動（Ex.見守り活動）について、活動の詳細を学校側に報告する → → →↓
②

学校と「友だち」になるために → 人間関係を築くために足しげく訪問し、登下校時の子どもの様子やエピソードなどを学校長に報告する → 学校長から登下校時の子どもの様子やエピソードなどを学校職員や子どもに伝えてもらう → 学校職員も登下校時の子どもの様子を知ることができ、見守り活動の内容に理解を深めることになる → グリーンのユニフォームを着用することにより、双方ともに声をかけやすくなる → → →↓
③

学校とのつき合いが本物となる → 登下校中の子どもたちの言動について、良い所や悪い所を伝えて、悪い所については学校で指導してもら → 学校側は職員を通じて地域の方々の思いを伝え、悪い所については、直すように指導する → 学校側は子どもに対する指導を行うとともに見守り活動時に更に注意深く見守ってもらいたい点について要請する → お互いの見方、考え方を伝え合い、協力し合うことによって、信頼関係を深めていく → → →↓
④

年間行事に参加し、更に「一役買う」ことによって地域の存在理由を作る → 授業参観日や学校行事に参加し、登下校時の子どもと教室（学校）での子どもとを見比べる機会を持つ → 授業や学校行事の中で、更に協力できることがあれば、学校側に提案する → 学校側も授業参観や学校行事に参加して下さる方々に協力してもらいたいことがあれば協力要請する → 子どもは登下校時だけではなく、常に地域の方に見守られているという実感を得ることができる → → →↓

→活動の留意点、資料など＜１＞



⑤

定期的に反省会を実施し、活動の成果を確めるとともに、今後の活動目標や活動内容について話し合う → 毎日の活動の成果を確認しあうとともに、今後の活動目標や活動内容について話し合う。すべての活動においてグリーンのユニフォーム着用を確認する → 話し合った内容について、学校側に報告し、協力してもらいたいことについて依頼する → 学校側は活動の内容や意義を知り、ＰＴＡにも連携の大切さを知らせる → → → →↓
⑥ → → → → → → →↓
⑦ → → → → → → →↓
⑧ → → → → → → →↓
⑨ → → → → → → →



↓
⑩ → → → → → → →
■活動の評価方法

①数や量の変化による評価

②その他の評価

■備考・その他（活動のコツなど）

①活動のコツなど

②参考資料等

※　活動指導案作成のための準備物　：　①写真（活動の代表的な写真、流れがわかる写真等）、②参加者への配付資料、③実施者向けマニュアル・資料　等

情報交換量や共通のめあてが増えているか
学校の年間行事における地域の参加度、地域と学校との信頼関係
学校との顔合わせを数多く積むことが必要である。学校側の先生方の人柄を知ることが大切。話すきっかけ、話題づくりにもつながる。



活動指導案
実践団体名

■基礎データ ２００９２００９２００９２００９－－－－２４２４２４２４

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

タイトル

対象者（受ける側）

活動・作業形態

所要時間

目標・ねらい

対象者を発見した時、最寄の協力者の家に協力を求め、警察へ保護の要請をする。協力者に関しては、「子ども１１０番の家」にあるような対象者を拡大した「地域１１０番の家」を提案中。通常のパトロール時のグリーン帽・ジャンパー（ベスト）・チョッキ・腕章・オレンジリングを着用する。（普段活動している服装が相手や協力者が安心することができる）個人が地域内の各々の活動中にフォローするので定めていない（自由）。

徘徊者を無事に自宅に送り届ける。尚、民生児童委員と独居老人等の情報を共有する。オレンジリングを着用することで認知症サポーターであることが一目でわかり、周りに共通認識及び安心感を与えることができる。また、サポーターとなるためには社会福祉協議会の地域包括支援センターの研修を受講しなければならないが、それによってサポーターとしての知識やノウハウを取得できる。高齢者並びに道に迷うなど、徘徊しておられる認知症の方。

必要経費

（所要額、財源）

必要なマンパワー（実施者、役割、人数）
準備するもの

（道具、材料等）

活動で上げることが

できる力・能力

高塚台２丁目自治会

隊員中現在１５名が献身的に活動しいるが、最低・最高の人数や役割は特に定めていない。特に必要なし。

徘徊している認知症の方を保護するサポーター（オレンジリングの携帯者）
活動の概要 地域内の徘徊者の発見・保護



■活動の流れ↓活動の流れ ＜２＞ ＜３＞ ＜４＞ ＜５＞ ＜６＞ ＜７＞
①

地域の認知症サポーター研修会に参加するか、出前講座などによる研修会を開く。 → 認知症を理解する。 → 認知症の人や家族を暖かく見守り支援する。 → 防犯パトロール中に実践する。 → → → →↓
②

パトロール中の実践。 → 子どもの見守り時はもちろん、ワンパト（犬の散歩）・サンパト（散歩）時に留意しておく。 → いつ発見するかわからないので、常に周囲に目を配ることが必要。 → 発見した場合、まずその方の前に出て、そっと声をかけ、やさしく誘導する。 → 「散歩ですか？」など、具体的な言葉で目線を合わせて声をかける。 → 横や後ろから声をかけると驚いて転倒する場合があり骨折など怪我につながるので注意が必要。 → 名前や特徴などを確認しましょう。 →↓
③

具体的に認知症かどうか当たってみる。 → 「アルツハイマー型」と「脳血管性」の違いはあるがいずれも認知症という病気である。 → 「家に帰るの？」と話しかけても目が虚ろであれば自宅への誘導は無理と判断する。 →
近所の協力者（１１０番の家など）を探しながら、その家まで手をつないで誘導。協力を求める。 → 手はつないだまま、離さないで協力者に警察への連絡をお願いする。 → パトカーが来るまで協力者の家の玄関などで待たせてもらう。 → パトカーに保護を引き継ぐ。 →↓

④

常に心がけること → びっくりさせない。声は正面からかける。（相手が安心する） → 目線（背丈など）は相手に合わせる。 → ゆっくり話すと言葉がでやすい。 → 急がせない。ゆっくり歩いてあげましょう。 → 本人の自尊心を尊重する。 → ニコニコ笑顔を忘れない。 → 一緒に歩いている間、いろいろな話題をだしてみましょう。↓

→活動の留意点、資料など＜１＞



⑤

知識として必要なこと → 独居老人の状況について知る。 → 民生児童委員と情報の共有に努める。 → 民生児童委員をパトロール隊に勧誘する。 → → → →↓
⑥ → → → → → → →↓
⑦ → → → → → → →↓
⑧ → → → → → → →↓
⑨ → → → → → → →



↓
⑩ → → → → → → →
■活動の評価方法

①数や量の変化による評価

②その他の評価

■備考・その他（活動のコツなど）

①活動のコツなど

②参考資料等

※　活動指導案作成のための準備物　：　①写真（活動の代表的な写真、流れがわかる写真等）、②参加者への配付資料、③実施者向けマニュアル・資料　等話題の探し方として。「木戸たててかけせし衣食住」き：気候　ど：道楽　に：ニュース　た：旅　て：天気　か：家庭　け：健康　せ：姓（性）　し：趣味　衣：衣料　食：食物　住：住宅
オレンジリング所持者としての自覚を持って、高齢者及び認知症などの徘徊者に気をつけておく。発見・保護はいつ遭遇するかわらないので、常に周囲に目を向けることが必要。各種・各自のパトロールに組み込んでの活動として習慣化することもコツ。この活動は意識の問題です。

パトロール隊員の増員や隊員中のオレンジリング所持者の増加は地域にとって心強いものとなる。人数は多ければ多いほど活動する側も地域も安心できるだろうし、サポーター隊員個人に対する負担は減ることになる。地域ぐるみで活動できることが何よりの評価。各パトロールと平行して行うので、評価は難しい。現在まで活動してきて、「地域１１０番の家」のような協力者が必要であることが浮き彫りになってきているので、サポーター以外にもそういった活動や体制を広く知ってもらう必要がある。そのようなことに気づき、実践していくことは評価に値すると思われる。



活動指導案
実践団体名

■基礎データ ２００９２００９２００９２００９－－－－２５２５２５２５

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

　高塚台２丁目自治会

対象者３０人程度、実施者（事務局３人、スタンプ係１５人（スタンプ箇所数とリンク）、見守り係３～５人、水消火器担当３～５人）文書・地図作製費、スタンプ代、景品代等（高塚台２丁目自治会より助成）

消火栓探し　親子スタンプラリー
活動の概要 地域に配備してある消火栓の位置を、親子で協力しゲーム感覚で探し出す

①初期消火の知識、②防災意識の高揚地域住民（親子）（子どもは小学生（低学年～高学年）を対象）

必要経費

（所要額、財源）

必要なマンパワー（実施者、役割、人数）
準備するもの

（道具、材料等）

活動で上げることが

できる力・能力

タイトル

対象者（受ける側）

活動・作業形態

所要時間

目標・ねらい

グループ（親子）、個人での参加も可能参加案内文書、実施要領書作成、地図２枚（消火栓場所あり・なし）、スタンプ、スタンプ用紙、景品①事前準備（文書・地図作成等：１日～２日、備品・景品準備：半日）、②本番：半日、③事後処理：２時間

①消火栓の位置を知る、②消火器の取り扱い方を知る、③家庭での防災に関する話題づくりを行う



■活動の流れ↓活動の流れ ＜２＞ ＜３＞ ＜４＞ ＜５＞ ＜６＞ ＜７＞
①

案内文書の作成と配布 → 案内文書「スタンプラリー」の進め方を作成する → 自治会を通して案内文書を配布する → 人集めをする。 → 子供への働きかけをする。・ボランティアパトロール隊・自治会・子供会・PTA → → →↓
② 実施要領書の作成 → 1.消火栓配置図、2.消火栓探し対象エリア図を作成する → 3.班分け表、4.スタンプ用紙、5.景品等を準備する（県の景品等を利用） → 役割分担をする・水消火器、・スタンプ係、・見守り係等を決める → → → →↓
③

各種団体への協力依頼 → 自治会の交通防犯担当に参加者募集、助成会、スタンプ係等を依頼する → ボランティアパトロール隊に参加者募集、見守り係等を依頼する → 子供会、PTA、区役員、老人会へ参加者募集、事務局補助等を依頼する → 河合町に全般アドバイス、文書作成等を依頼する → 消防関係（消防署、女性消防隊）に消火栓・消火器の取り扱い方法、紙芝居等を依頼する → →↓
④

スタンプラリーの実施 → 各係の役割や活動場所を再確認する → スタート準備として、参加者チェック・ルール説明・注意事項を伝える → スタート！見守り隊から配布された地図を元にして消火栓を探す → 参加者が子供だけもしくは低学年の子供が多い場合は、見守り隊が子供の安全を確保する → スタンプ係は子供たちが来たら、声をかけてあげながらスタンプを押す → ゴール！５箇所のスタンプを集めた子供からスタート地点に集合し事務局から景品を受け取る → 消防（消火栓取扱、消火器取扱）↓

→活動の留意点、資料など＜１＞



⑤ 実施する－１ → 事務局を設置して、スタンプ係・見守り隊に概要を説明する → スタンプ係が配置につく → 見守り隊が子ども達に地図を渡す → 子ども達が消火栓を探し始める → （参加者が子どもだけ、もしくは低学年の子どもが多い等の場合）見守り隊は子どもの安全を確認する → スタンプ係は子ども達が来るとスタンプを押す → ５つのスタンプを集めた子から事務局へ帰って景品を受けとる↓
⑥ 実施する－２ → 消火栓の構造を確認する。蓋の開け方、ホースの装着法、注意事項等を伝える → 消火器の取り扱い法を学んだ後、水消火器を使用した的当てゲームで子供の興味を引く → 紙芝居、簡単なクイズ等で盛り上げる → 各家庭で保管してもらう消火栓配置図を配布し防災意識を高めてもらう → → →↓
⑦ 評価する → 実施予定時間内に修了することができたか？ → 参加者から「的当てゲームが面白かった」「消火器の使い方がわかった」等の興味を持った感触が得られた → 参加者から「消火栓の上に車を止めてはいけない」等の気づきの声があがったか？ → → → →↓
⑧ → → → → → → →↓
⑨ → → → → → → →



↓
⑩ → → → → → → →
■活動の評価方法

①数や量の変化による評価

②その他の評価

■備考・その他（活動のコツなど）

①活動のコツなど

②参考資料等

※　活動指導案作成のための準備物　：　①写真（活動の代表的な写真、流れがわかる写真等）、②参加者への配付資料、③実施者向けマニュアル・資料　等
「防災といわない防災」を考える、子ども達をひきつけるメニューを考える（低・中・高学年別）

簡単なテスト・クイズを実施し評価する
消火栓の位置、役割、使い方が理解できる。　参加者から興味が持てたという感想が得られたか？　気づきの声があがったか？

ＮＰＯ法人プラス・アーツさんのホームページを参考にして実施しました



消火栓を探して親子でウロウロ。 ホースはこんな風に格納されてます。 　　　消火栓の蓋をあけると・・・。

水消火器で的に当てるんだ！ 女性消防隊（ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ）の紙芝居。 　　　防災に関するクイズ。わかる人は手をあげて～。



活動指導案
実践団体名

■基礎データ ２００９２００９２００９２００９－－－－２６２６２６２６

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

タイトル

対象者（受ける側）

活動・作業形態

所要時間

目標・ねらい

フリーマーケットやバザーをイメージすると良い。かえるのスタンプ（発案であるかえっこ事務局が世界共通の遊び通貨として採用しているスタンプで、日本全国のみならず世界中で通用することからこれを使用している）一本1800円。スタンプカード、家庭で子どもがいらなくなったおもちゃなど。半日～一日。

防災意識が希薄な年齢層や地域の防災訓練に参加しない（しにくい)世代をターゲットに、無理なく防災意識を浸透させ、将来的な地域のリーダーとなりうる人材を育てるとともに、子どもの頃から防災に親しむことによる「防災の日常化」を狙う。例えば水消火器を的当てゲームにして子どもが繰り返し遊ぶことで消火器の扱いが非常に長けてくる。それらを体験した子どもだけでなく、関わった親や大人が協力し合うことによる地域の絆が強化され地域力のUPにもなる。全ての住民。

必要経費

（所要額、財源）

必要なマンパワー（実施者、役割、人数）
準備するもの

（道具、材料等）

活動で上げることが

できる力・能力

高塚台２丁目自治会

かえるきゃらばん！として行う場合、最低８人（かえっこバザールに４～５人・各体験ゲームひとつにつき２～３人）0～5000円くらい（河合町ではかえるスタンプを町が貸し出している）体験によって必要なものが異なってくるが、概ねほとんど経費は必要ない。

かわいっこ　かえるきゃらばん！　の展開
活動の概要

「防災と言わない防災」の活動実践。かえっこバザールというおもちゃの交換イベントをメイン（起爆剤）として、各種防災体験をゲーム化して誰でも楽しく参加できる防災を目指す。



■活動の流れ↓活動の流れ ＜２＞ ＜３＞ ＜４＞ ＜５＞ ＜６＞ ＜７＞
①

規模と活動内容、開催日時を決める → 対象とする年代や地域（自治会単位や小学校区単位など）を決め、参加人数を見込む → 開催日時を決める（この時、他のイベント等とタイアップするとより効果的） → かえっこバザール以外の体験ゲームを決める → 【体験ゲーム例】水消火器的当て非常持ち出し品探しジャッキによる → → →↓
②

場所を確保すると同時に、かえっこバザールと体験ゲームの準備をする → 地域の集会所、小学校等の開催場所を確保する → かえっこバザールで必要となるもの（スタンプカード、遊び方説明書、ポイントチケット、ポイント表示票等）を作成する → かえっこバザールで必要な資機材（不要になったおもちゃ等）を準備する。 → おもちゃは回覧等で周知するとともに役員や知人を通じて状態のいいものを集め、人気度に応じて１～３のポイントシールを貼っておく → 体験ゲームで必要となるもの（水消火器、非常持ち出し品カード、ジャッキで救出される人形等）を作成す → 体験ゲームで必要な資機材（水消火器、油圧ジャッキ等）を準備する →↓
③

当日の準備をする → 開催場所に用意したものを運ぶ。（前日からやっておくほうが良い） → かえっこバザール開催エリアにブルーシートを広げ、１～３ポイント別におもちゃを配置する → かえっこバンクに・スタンプカード・スタンプ・事務用品等を設置する → かえっこレジに・事務用品・おもちゃ持ち帰り用袋等を設置する → 高価なおもちゃや特に人気のありそうなおもちゃをオークション品とし別に設置する → 体験ゲームで必要な資機材を配置し担当者にポイントチケットを渡しておく →↓
④

かえるキャラバン開始 → 開会宣言をする → かえっこバンク参加者がおもちゃを持ってきたらそれを査定し、ポイントカードにポイント分のスタンプを押 → かえっこバンク体験ゲームでポイントチケットをもらった子にチケット分のスタンプを押す → かえっこレジ子どもが選んできたおもちゃのポイント分だけスタンプカードのスタンプを消しこむ → かえっこバザールオークション別枠にしたオークション品をポイントを利用したオークション形式で競り落と →
体験ゲーム子どもにゲームの主旨を説明し、体験させる。チケットを渡し、かえっこバンクでポイントに換えてもらうよう促す →↓

→活動の留意点、資料など＜１＞



⑤

かえるキャラバンの評価 まず子どもたちの声を聞く 体験ゲームの利用者数を把握する 耐震診断、耐震改修の申し込み増につながったか確認する
⑥

⑦

⑧

⑨



⑩

■活動の評価方法

①数や量の変化による評価

②その他の評価

■備考・その他（活動のコツなど）

①活動のコツなど

②参考資料等

※　活動指導案作成のための準備物　：　①写真（活動の代表的な写真、流れがわかる写真等）、②参加者への配付資料、③実施者向けマニュアル・資料　等かえっこ事務局（かえっこバザール）HP：http://kaekko.exblog.jp/i0/NPOプラスアーツ（かえるきゃらばん本家）HP：http://www.plus-arts.net/
無理をしない。楽しくやる。やりたいときにやる。やりたい子どもを集める。がんばりすぎると後々しんどくなって続けていくのが困難になるので、できる範囲でできることをやりましょう。みんなが楽しめればそれだけ効果はあったと考えて、次につなげる。また、このイベントは防災だけではなく、教育・環境・福祉・・・と、様々なテーマで行うことができます。こどもたちは「かえっこ」が大好きです。おもちゃの新旧・壊れてるなんて気にしません。何１０回も消火器にやってくる子もめんどうくさがらず、楽しませてあげることが継続する上で重要だと思います。

子どもが楽しんで「今度いつあるの？！」「またして！」「また来たい！」などの声があがれば◎　　体験ゲーム者数
大人だけではなく子どもも一緒に楽しむ　→　子ども主体のイベントとなっていけば言うことなしと思います。　耐震診断や耐震改修の申し込みが増加すればよい



水消火器で火をやっつけろ！ 木材に挟まれたかえるくんをｼﾞｬｯｷで救出　　　かえっこバザール。どのおもちゃにしよう・・・。

非常持ち出し品には何がいる？ 余った紙や新聞で非常用食器づくり。 　　　締めはかえっこオークション。誰が競り落とすかな？


